
英語：英語の基本は単語です。まずは確実に覚えるまで単トレノートで毎日単語の練習

をしましょう。単語が書けるようになったら，熟語やきまり表現を覚えましょう。例えば，

「起きる」なら get up , 「テレビを見る」ならwatch TV というように熟語で覚える

と役立ちます。次に教科書の基本文を覚えたり，教科書を音読したりして，基礎力をつけ

ましょう。また，学習した表現を使って英作文するのもいい勉強法です。 

 

 

 

前期中間試験 振り返りはできていますか？  

 ６月７，８日に前期中間試験が行われました。中学校でのはじめての試験を受けるまで

の取組はどうでしたか？小学校のときの試験と比べて出題範囲・内容も変わって戸惑いも

あったのではないでしょうか。今回の試験の取組を振り返るとともに，今後の学習方法の

見直しのきっかけにしていきましょう。もちろん学習時間を確保することも大切ですが，

限られた時間のなかで効果的に学習できる方法を考えましょう。もちろん人にとって効果

的な学習方法は異なります。だからこそ自分に合った方法を模索する必要があります。 

まずは教科ごとに目標を設定しましょう。教科によって得意教科，苦手教科があると思

いますが,どの教科に時間を多く費やすかが明確になります。考え方によっては苦手教科は

伸びしろが大きい教科とも言えます。苦手だから取り組まないのではなく,苦手だから取り

組む必要があります。 

 次に学習計画を立てることです。今回の中間試験でも学習計画表を作成しましたが有効

活用できたでしょうか。無理なく学習していくために試験２週間前から現実的に確保でき

る学習時間を計算しましょう。また，短い時間で暗記するよりも長い時間をかけて暗記し

た事柄のほうが脳のなかに残りやすいとも言われています。 

 最後に学習環境です。自分が学習に集中しやすい状況をつくりましょう。例えば，ゲー

ムや漫画，携帯電話などが視界に入らないようにするなどです。携帯電話の電源を切った

り，調べ物をするときには携帯電話ではなく辞書を使用するなども有効かもしれません。

集中力は長時間続きにくいことが多いので，適度に休憩を挟むなどして自分が学習に集中

できるように工夫してみましょう。 

 今回の中間試験の反省を次につなげるとともに,教科担当の先生におすすめの学習方法

を聞いてみましたので参考にしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の行事予定 

4日（火） 中国新聞出前講座 12日（水） 進路説明会 

5日（水） 習熟度試験（国・社・数） 20日（木） 前期前半終業式 

６日（木） 習熟度試験（英・理） 22～29日 市中学校総合体育大会 

10日（月） 生徒運営委員会 31日（月） 三者懇談会～8/２（水） 
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ホップ 
 

 

学校教育目標：知・徳・体の調和がとれ， 

         社会に貢献できる生徒を育てる 

～仲間とともに挑戦し，全力で取り組む～ 

 学年目標 
 

国語： まずは宿題や課題を真面目に，自分の力で，じっくりと取り組むことが必要です。

一つひとつを丁寧にやりきることで，目に見えない力が少しずつついていきます。ちょっ

と考えて分からなければすぐにとばしたり，記述問題に取り組まずに解答を写して終わっ

たりしていては力はつきません。頭にあることを形にして表現する工程で力が養われま

す。自分で何とか答えを見つける，書いてみることを面倒がらずに行うようにしましょう。 

 また，授業ノートを黒板を写すことだけで終わらせず，授業を再現できるようにメモをと

るなどして「自分だけのノート」を作っておくと，テスト前の復習に大変役立ちますよ。 

 

 

社会：社会の自主学習をしっかり活用しましょう。最低でも３回は同じ問題に取り組み，２

回目，３回目は前回間違えた問題を特に時間をかけ，正解した問題は時間を短縮するな

ど問題にメリハリをつけて取り組んでいきましょう。また，地理でも歴史でも事柄や事件が

起こる理由を自分で説明できるよう常に心掛けて学習しましょう。教科書や資料集などの

中に根拠となる資料があります。意識しながら探していこう。 

 

中に理由を 

 

 

 

数学：演習量を確保すること。授業では「できているつもり」でも時間が経てば「できない」

ことが多いです。本質が理解できていないからです。人に説明できるようになれば良いで

す。演習をしていくなかで間違えた問題ややり方が分からない問題をそのままにしない，

先生や友達に聞いてください。そして，その問題を何度もやり直すことです。教科書の例

題を「見る」のではなく「実際にやる」ことも効果的です。解説も丁寧に記載しています。 

 

 
理科：同じ問題を２回，３回と繰り返し解いて，見直しを丁寧にしましょう。力がつき始めてい

ると，だんだんスラスラと解けるようになるようになります。しかし，いつも答えを見て写して

いるだけで，わからなかった問題をそのままにしていませんか。もったいない！また，いろ

いろな現象には必ず理由があります。ただ答えを丸覚えするのでなく，理由まで考えて，説

明できるようになると，さらに力がつきます。 

 

 


